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東
大
本
番
レ
ベ
ル
模
試 

国
語
採
点
基
準 

１ 
文
（
文
章
）
で
解
答
す
る
設
問
の
答
案
に
つ
い
て
は
、
次
の
Ａ
項
の
加
点
要
素
の
合
計
か
ら
次
の
Ｂ
項
・
Ｃ

項
の
減
点
要
素
の
合
計
を
引
い
た
得
点
を
そ
の
設
問
の
得
点
と
し
ま
す
。
た
だ
し
最
低
点
は
０
点
と
し
マ
イ
ナ

ス
の
得
点
は
つ
け
ま
せ
ん
。 

Ａ
項 ａ 

以
下
の
採
点
基
準
で
は
、
模
範
解
答
を
い
く
つ
か
の
要
素
に
分
割
し
加
点
要
素
と
し
ま
す
。
答
案
中
に

そ
の
加
点
要
素
に
相
当
す
る
部
分
が
あ
れ
ば
、
そ
の
加
点
要
素
に
配
点
さ
れ
た
得
点
を
与
え
ま
す
。 

ｂ 

あ
る
加
点
要
素
は
、
そ
の
加
点
要
素
に
配
点
さ
れ
た
得
点
か
０
点
で
採
点
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

た
と
え
ば
５
点
配
点
さ
れ
た
加
点
要
素
で
あ
れ
ば
５
点
か
０
点
で
採
点
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。
た

だ
し
、
そ
の
加
点
要
素
中
の
部
分
点
を
認
め
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
の
採
点
基
準
の

中
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ｃ 

あ
る
要
素
に
加
点
す
る
か
否
か
が
、
他
の
要
素
と
無
関
係
に
決
ま
る
場
合
と
、
他
の
要
素
と
の
関
係
で

決
ま
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
前
者
の
場
合
は
、
そ
の
要
素
を
単
独
採
点
（
独
立
採
点
）
す
る
と
言
い
そ
の

旨
必
ず
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
者
の
場
合
は
、
他
の
要
素
と
の
関
係
に
つ
い
て
以
下
の
採
点
基
準
で
具

体
的
に
指
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ｄ 

解
答
通
り
と
い
う
条
件
が
あ
る
場
合
は
い
か
な
る
部
分
点
も
認
め
ま
せ
ん
。 

Ｂ
項 ａ 

答
案
中
に
大
き
な
誤
読
と
判
定
さ
れ
る
内
容
（
語
句
）
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
内
容
（
語
句
）
を

減
点
要
素
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

ｂ 

加
点
要
素
で
も
減
点
要
素
で
も
な
い
部
分
も
あ
り
え
ま
す
。
そ
の
部
分
は
加
点
も
減
点
も
し
ま
せ
ん
。 

Ｃ
項 

次
に
該
当
す
る
も
の
は
、
答
案
の
形
式
上
の
不
備
と
し
て
、
一
箇
所
に
つ
き
１
点
の
減
点
要
素
と
し
ま
す
。 

ａ 

誤
字
。
漢
字
な
ど
の
文
字
の
明
ら
か
な
誤
り
は
誤
字
と
し
ま
す
。 

ｂ 

脱
字
。 

ｃ 

文
末
の
句
点
の
脱
落
。 

＊
字
数
指
定
の
な
い
場
合
、
句
点
の
脱
落
は
誤
字
と
し
１
点
の
減
点
と
し
ま
す
。 

ｄ 

そ
の
他
不
適
切
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
箇
所
。 

ｅ 

不
適
切
な
文
末
処
理
。
設
問
の
問
い
方
に
対
応
し
て
い
な
い
形
で
答
案
の
文
末
を
結
ん
で
い
な
い
場
合

は
、
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
見
て
形
式
上
の
不
備
に
よ
る
減
点
要
素
と
し
ま
す
。
た
と

え
ば
「
…
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」
と
い
う
問
い
に
体
言
で
結
ん
で
い
な
い
も
の
な
ど
は
適
切
な
文
末

処
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
見
て
形
式
上
の
不
備
と
し
ま
す
。
ま
た
、
理
由
が
問
わ
れ
て
い
る
の
に
、「
か

ら
」「
の
で
」
な
ど
で
結
ん
で
い
な
い
も
の
な
ど
も
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
見
て
形
式
上

の
不
備
と
見
ま
す
。 

＊
た
だ
し
、「
こ
と
で
あ
る
」
な
ど
の
表
現
も
「
こ
と
」
な
ど
で
結
ん
で
い
る
も
の
と
同
様
適
切
な
文
末
処

理
が
行
わ
れ
て
い
る
と
見
ま
す
。
ま
た
、
「
か
ら
で
あ
る
。
」
な
ど
の
表
現
も
「
か
ら
」
な
ど
で
結
ん
で

い
る
も
の
と
同
様
適
切
な
文
末
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
と
見
ま
す
。
ま
た
文
末
の
表
現
を
問
わ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合
は
そ
の
都
度
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

２ 

日
本
語
の
表
現
と
し
て
不
適
切
な
も
の
は
程
度
に
応
じ
て
減
点
し
ま
す
。 
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３ 
次
の
各
項
に
該
当
す
る
も
の
は
、
部
分
点
の
要
素
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
設
問
の
得
点
を
０
点
と
し
ま
す
。 

ａ 
答
案
が
解
答
欄
の
欄
外
に
は
み
出
し
て
い
る
も
の
。 

ｂ 

一
行
の
解
答
欄
に
二
行
以
上
書
い
た
場
合
も
そ
の
設
問
の
得
点
を
０
点
と
し
ま
す
。 

ｃ 

字
数
指
定
の
あ
る
設
問
で
、
字
数
を
オ
ー
バ
ー
し
た
も
の
。 

ｄ 

答
案
の
文
章
が
最
後
ま
で
完
結
し
て
い
な
い
も
の
。 

 

４ 

古
文
あ
る
い
は
漢
文
の
訳
を
記
述
す
る
設
問
の
場
合
も
以
上
に
準
じ
ま
す
が
、
文
末
の
句
点
や
文
末
の
処
理

あ
る
い
は
答
案
の
完
結
に
こ
だ
わ
ら
な
く
と
も
よ
い
場
合
は
そ
の
都
度
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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２
０
２
１ 

最
終
東
大
模
試 

採
点
基
準
・
採
点
例 

第
一
問
（
４
０
点
満
点
） 

 
■
採
点
の
原
則 

 

① 
全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し
て
い
な
い
と
判 

 

断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

漢
字
の
誤
り
、
送
り
仮
名
の
誤
り
、
句
点
の
抜
け
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。 

 

 

問
一 

 

■
形
式
上
の
不
備 

・
要
素
Ａ
と
要
素
Ｄ
が
イ
コ
ー
ル
関
係
で
つ
な
が
れ
て
い
な
い
場
合
、
Ｄ
要
素
を
１
点
減
点
。 

・
要
素
Ｂ
と
要
素
Ｃ
の
対
立
、
あ
る
い
は
矛
盾
が
表
現
さ
れ
て
い
な
い
場
合
（
た
と
え
ば
要
素
Ｂ
に
し
か
言
及
さ
れ
て
い
な
い

場
合
）
、
加
点
な
し
。
※
要
素
Ｂ
・
Ｃ
の
み
が
加
点
な
し
で
、
そ
の
他
要
素
は
加
点
対
象
。 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

世
界
認
識
は
文
化
ご
と
に
異
な
る
と
い
う
文
化
相
対
主
義
は
、
同
じ
理
性
を
も
つ
は
ず
の
人
間
が 

多
様
な
経
験
的
主
体
で
も 

 
 
 
 
 

Ⅾ 

あ
る
と
い
う
矛
盾
を
止
揚
す
る
発
想
の
一
つ
だ
と
い
う
こ
と
。
（
７
１
字
） 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
世
界
認
識
は
文
化
ご
と
に
異
な
る
と
い
う
文
化
相
対
主
義
は
」：
２
点 

・
本
文
の
「
「
自
然
の
事
物
と
し
て
は
同
じ
も
の
が
文
化
に
よ
っ
て
異
な
る
仕
方
で
認
識
さ
れ
意
味
づ
け
ら
れ
る
」
と
い
う
文

化
相
対
主
義
の
発
想
」
に
対
応
す
る
。
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
。 

・
文
化
相
対
主
義
と
い
う
言
葉
を
出
す
だ
け
で
そ
の
内
容
を
説
明
し
て
い
な
い
解
答
、
あ
る
い
は
逆
に
文
化
相
対
主
義
の
内
容

を
述
べ
る
だ
け
で
、
そ
れ
が
「
文
化
相
対
主
義
」
の
説
明
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
加
点
な
し
。 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
同
じ
理
性
を
も
つ
は
ず
の
人
間
が
」
：
２
点 

 

・
本
文
の
「
超
越
的
な
理
性
に
お
い
て
一
な
る
も
の
で
あ
る
は
ず
の
「
人
間
」
」
、
あ
る
い
は
「
一
な
る
も
の
と
し
て
超
越
論

的
な
人
間
」
と
い
っ
た
表
現
に
対
応
す
る
。 

・
「
超
越
的
な
理
性
」
「
超
越
論
的
な
人
間
」
と
い
っ
た
表
現
の
み
で
、
「
一
な
る
も
の
」
、
「
同
じ
も
の
」
「
同
一
性
」
と

い
っ
た
内
容
が
表
現
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
多
様
な
経
験
的
主
体
で
も
あ
る
」
：
２
点 

・
本
文
の
「
経
験
的
な
多
様
さ
に
お
い
て
見
い
だ
さ
れ
る
、
～
と
い
っ
た
「
一
見
し
て
非
合
理
的
な
」
実
践
」
あ
る
い
は
「
極

め
て
多
様
な
経
験
的
主
体
と
し
て
の
人
間
」
に
対
応
す
る
。
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
。 

・
「
多
様
な
」
「
多
様
性
」
と
い
っ
た
内
容
が
表
現
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
矛
盾
を
止
揚
す
る
発
想
の
一
つ
だ
」
：
２
点 

 

・
本
文
傍
線
部
ア
の
「
そ
の
主
な
調
停
策
の
一
つ
が
～
だ
」
お
よ
び
「
両
者
の
対
立
と
調
停
が
図
ら
れ
る
場
」
に
対
応
す
る
。 

・
「
対
立
を
調
停
す
る
発
想
」
「
矛
盾
を
受
け
止
め
る
も
の
」
な
ど
、
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
。 

・
「
～
す
る
発
想
の
一
つ
だ
」
で
は
な
く
「
～
す
る
発
想
だ
」
な
ど
の
、
〈
ワ
ン
オ
ブ
ゼ
ム
〉
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
な
い
表
現
の
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場
合
も
加
点
。 

・
要
素
Ａ
と
要
素
Ｄ
が
「
Ａ
は
Ｄ
だ
」
あ
る
い
は
「
Ｄ
が
Ａ
だ
」
と
い
っ
た
イ
コ
ー
ル
関
係
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
、
１
点
。 

 

 

■
要
素
Ｅ 

文
末
表
現
は
「…

…

こ
と
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 
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問
二 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 

文
化
を
、
一
つ
の
世
界
に
対
す
る
多
様
な
認
識
の
あ
り
方
と
し
て
で
は
な
く
、
世
界
を
制
作
し
て
い
く
多
様
な
実
践
の
産
物 

と 

 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 

し
て
捉
え
直
す
、
現
代
人
類
学
の
展
開
の
こ
と
。 

 

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
（
文
化
を
）
～
と
し
て
捉
え
直
す
」
：
１
点 

・
本
文
傍
線
部
イ
の
「
転
回
」
の
説
明
に
あ
た
る
要
素
。 

・
「
文
化
を
」
の
有
無
は
不
問
。
「
捉
え
な
お
す
」
な
ど
、
「
転
回
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
場
合
、
加
点
。 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
加
点
な
し
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
一
つ
の
世
界
に
対
す
る
多
様
な
認
識
の
あ
り
方
」
：
３
点 

・
本
文
の
「
文
化
相
対
主
義
」
を
説
明
し
て
い
る
箇
所
に
対
応
す
る
要
素
。
具
体
的
に
は
「
自
然
の
事
物
と
し
て
は
同
じ
も
の

が
文
化
に
よ
っ
て
異
な
る
仕
方
で
認
識
さ
れ
意
味
づ
け
ら
れ
る
」
、
「
一
な
る
自
然
と
多
な
る
文
化
」
、
「
現
実
に
存
在
す

る
世
界
が
一
方
に
あ
り
、
他
方
に
そ
れ
を
認
識
す
る
異
な
る
や
り
方
（
世
界
観
）
が
あ
る
」
、
「
文
化
は
単
な
る
世
界
観
の

発
露
」
と
い
っ
た
内
容
に
重
な
る
表
現
で
あ
れ
ば
加
点
。 

・
要
素
Ｂ
は
否
定
的
に
表
現
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
肯
定
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
場
合
は
加
点
な
し
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
世
界
を
制
作
し
て
い
く
多
様
な
実
践
の
産
物
」
：
３
点 

・
本
文
の
「
現
地
の
人
々
が
生
き
る
世
界
を
彼
ら
の
視
点
か
ら
捉
え
る
」
、
「
彼
ら
（
現
地
の
人
々
）
が
生
き
る
世
界
は
現
実

に
存
在
す
る
世
界
を
彼
ら
な
り
の
仕
方
で
作
り
上
げ
て
い
く
実
践
の
産
物
で
あ
る
」
、
「
（
文
化
は
）
さ
ま
ざ
ま
な
仕
方
で

世
界
を
制
作
し
認
識
す
る
実
践
の
産
物
、
文
化
＝
自
然
」
と
い
っ
た
内
容
に
対
応
す
る
要
素
。 

・
「
世
界
の
捉
え
方
」
や
「
世
界
観
」
と
い
っ
た
内
容
に
対
比
さ
れ
る
、
「
世
界
の
在
り
方
」
「
現
実
に
存
在
す
る
世
界
」
「
実

践
の
産
物
」
と
い
っ
た
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
。 

・
要
素
Ｃ
は
肯
定
的
に
表
現
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
否
定
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
場
合
は
加
点
な
し
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
現
代
人
類
学
の
展
開
」
：
１
点 

・
本
文
の
「
二
〇
世
紀
末
か
ら
今
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
現
代
人
類
学
の
展
開
」
と
い
う
内
容
に
対
応
す
る
要
素
。
「
人
類
学

の
展
開
」
等
、
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
、
加
点
。 

 
 

 
 

■
要
素
Ｅ
：
文
末
表
現
は
「…

…

こ
と
」
と
い
う
形
が
原
則
だ
が
、
「…

…

展
開
。
」
な
ど
、
適
切
な
内
容
の
名
詞
で
終
わ
っ

て
い
る
場
合
も
許
容
す
る
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 
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問
三 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
８
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

世
界
に
存
在
す
る
同
じ
事
物
に
対
し
て
の
見
解
で
は
な
く
、
「
そ
も
そ
も
こ
の
世
界
に
何
が
存
在
す
る
か
」
に
つ
い
て 

の
見 

を
異
に
す
る
者
同
士
が
影
響
を
及
ぼ
し
合
う
こ
と
。 

 

  

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
世
界
に
存
在
す
る
同
じ
事
物
に
対
し
て
の
見
解
の
相
違
で
は
な
く
」
：
２
点 

・
本
文
の
「
世
界
に
存
在
す
る
同
じ
事
物
に
対
す
る
認
識
の
相
違
で
は
な
く
」
に
基
づ
く
説
明
。
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
で
あ
る
と

判
断
で
き
れ
ば
、
広
く
許
容
し
て
加
点
。 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
２
点
と
す
る
。 

 
 

 

■
要
素
Ｂ
「
「
そ
も
そ
も
こ
の
世
界
に
何
が
存
在
す
る
か
」
に
つ
い
て
」
：
３
点 

・
本
文
の
「
「
そ
も
そ
も
こ
の
世
界
に
何
が
存
在
す
る
か
」
に
関
わ
る
相
違
」
に
基
づ
く
説
明
。
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ

る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
。 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
見
解
を
異
に
す
る
者
同
士
が
影
響
を
及
ぼ
し
合
う
こ
と
」
：
３
点 

 

・
傍
線
部
ウ
の
「
異
な
る
見
解
を
も
つ
存
在
者
同
士
の
相
互
作
用
」
に
基
づ
く
。
「
対
立
す
る
見
解
を
も
つ
～
」
な
ど
、
ほ
ぼ

同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
。 

・
「
相
互
作
用
」
の
言
い
換
え
と
し
て
、
「
交
流
」
「
関
わ
り
あ
い
」
と
い
っ
た
、
「
互
い
に
作
用
を
及
ぼ
す
」
か
ど
う
か
が

不
明
な
表
現
を
用
い
て
い
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 

■
要
素
Ｄ
：
文
末
表
現
は
「…

…

こ
と
」
と
い
う
形
が
原
則
だ
が
、
「…

…

関
わ
り
あ
い
。
」
な
ど
の
適
切
な
名
詞
で
終
わ
っ

て
い
る
場
合
も
許
容
す
る
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

   
 



5 

問
四 

 
■
形
式
上
の
不
備 

 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｅ
参
照 

 

基
準 

配
点
13
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

部
分
的
に
繋
が
っ
て
は
い
る
が
、
完
全
に
同
じ
で
は
な
い
世
界
を
生
き
る
知
能
機
械
と
人
間
と
の
相
互
作
用
は
、
ど
ち
ら
か
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 

方
を
基
準
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
他
者
の
生
き
る
世
界
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
明
視
す
る
世
界
の
前
提
や
そ

の
可
変
性
を
示
す
営
為
と
し
て
捉
え
直
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
。
（
１
２
０
字
） 

  

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ 

①
部
分
的
に
繋
が
っ
て
は
い
る
が
、
完
全
に
同
じ
で
は
な
い
世
界
を
生
き
る
：
２
点 

 

②
知
能
機
械
と
人
間
と
の
相
互
作
用
は
：
２
点 

・
傍
線
部
エ
の
「
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
世
界
を
生
き
る
」
の
内
実
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、
本
文
第
９
段
落
の
内
容
お
よ
び

１
０
段
落
の
「
知
能
機
械
は
、
そ
の
技
術
的
特
性
か
ら
い
っ
て
人
間
と
部
分
的
に
近
く
、
部
分
的
に
遠
い
世
界
を
生
き
て
い

る
」
に
基
づ
く
要
素
。
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
ど
ち
ら
か
一
方
を
基
準
と
す
る
も
の
で
は
な
く
」
：
３
点 

・
本
文
９
段
落
の
「
統
一
的
な
基
準
が
な
い
ま
ま
に
把
握
さ
れ
変
容
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
」
に
基
づ
く
説
明
。
「
統
一
的
な
基

準
が
な
い
ま
ま
に
」
・
「
超
越
論
的
な
視
点
か
ら
俯
瞰
す
る
の
で
は
な
く
」
な
ど
、
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断

で
き
れ
ば
加
点
。 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
他
者
の
生
き
る
世
界
と
の
比
較
を
通
じ
て
」
：
２
点 

・
本
文
７
段
落
の
内
容
に
基
づ
く
説
明
。
ほ
ぼ
同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
。 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
と
す
る
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
そ
れ
ぞ
れ
が
自
明
視
す
る
世
界
の
前
提
や
そ
の
可
変
性
を
示
す
営
為
と
し
て
捉
え
直
さ
れ
る
」
：
４
点 

・
傍
線
部
エ
の
「
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
世
界
を
生
き
る
も
の
同
士
の
関
わ
り
」
の
内
実
を
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、
本
文
７
段

落
の
内
容
に
基
づ
く
要
素
。 

・
「
人
類
学
的
分
析
と
し
て
捉
え
直
さ
れ
る
」
等
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
２
点
と
す
る
。 

 

■
要
素
Ｅ
：
文
末
表
現
は
「…
…

こ
と
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。  

   
 



6 

問
五 

漢
字
の
書
き
取
り 

各
１
点×

３ 

 
ａ 
両
義 

 

ｂ 

絶 
 

※
「
断
」
の
字
も
○
１
点
と
す
る 

 

ｃ 

実
装 

 



第
二
問 

 

（
一
）
文
科
ア
・
理
科
ア 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

【
３
点
】 

  

［
傍
線
部
］ 
Ａ
１
わ
が
子
ど
も
に
Ｂ
２
思
ひ
ま
し
給
へ
り
。 

 

［
解
答
例
］ 
Ａ
１
私
の
子
供
た
ち
よ
り
も
Ｂ
２
姫
君
を
大
切
に
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。 

 

［
採
点
方
法
］ 
各
要
素
単
独
採
点
。 

 

［
字
数
］ 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
１
点
】
わ
が
子
ど
も
に 

〜 
ま
し 

→
 

私
の
子
供
た
ち
よ
り
も 

 

※
「
私
の
子
供
た
ち
」
は
「
私
の
子
供
・
私
の
子
」
等
で
も
よ
し
と
す
る
。
「
私
」
は
「
自
分
」
で
も
よ
し
と
す
る
。 

 

※
「
よ
り
も
」
は
、
比
較
の
対
象
を
表
し
て
い
れ
ば
「
よ
り
・
と
比
べ
て
」
等
で
も
よ
い
。 

 

Ｂ
【
２
点
】
思
ひ
ま
し
給
へ
り
。 

→
 

姫
君
を
大
切
に
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。 

 

※
「
大
切
に
思
う
」
＋
尊
敬
「
〜
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
＋
存
続
「
〜
て
い
る
」
で
【
２
点
】
。 

 

※
「
姫
君
を
」
の
有
無
は
不
問
（
「
姫
君
」
は
「
対
の
方
・
対
の
君
」
等
で
も
よ
い
）
。 

 

※
「
大
切
に
思
う
」
は
「
大
事
に
す
る
・
深
く
想
う
・
愛
す
る
・
思
い
が
ま
さ
っ
て
い
る
」
等
で
も
よ
い
。 

 
 

単
に
「
思
う
」
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
【
１
点
】
。 

 
 

「
思
う
」
の
意
が
な
い
場
合
は
、
Ｂ
は×

。 

 

※
尊
敬
の
訳
は
「
お
〜
に
な
る
・
〜
な
さ
る
」
等
で
も
よ
い
。
尊
敬
の
意
が
な
い
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
【
１
点
】
。 

 

※
存
続
の
意
が
な
い
場
合
は
マ
イ
ナ
ス
【
１
点
】
。
た
だ
し
、
尊
敬
が
「
〜
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

存
続
は
そ
こ
に
入
っ
て
い
る
も
の
と
す
る
。 

  
 



（
一
）
文
科
エ
・
理
科
ウ 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

【
３
点
】 

  

［
傍
線
部
］ 

Ａ
１
深
き
山
に
入
り
侍
り
て
、
Ｂ
２
さ
ま
は
変
は
る
と
も
、 

 

［
解
答
例
］ 

Ａ
１
深
い
山
に
入
っ
て
、
Ｂ
２
出
家
し
た
と
し
ま
し
て
も
、 

 

［
採
点
方
法
］ 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

［
字
数
］ 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
１
点
】
深
き
山
に
入
り
侍
り
て
、 

→
 

深
い
山
に
入
っ
て
、 

 

※
丁
寧
の
補
助
動
詞
「
侍
り
」
の
訳
「
〜
で
す
・
〜
ま
す
・
〜
ご
ざ
い
ま
す
」
は
、
Ａ
か
Ｂ
の
い
ず
れ
か
に
あ
れ
ば
よ
い
。 

 
 

丁
寧
の
訳
が
な
い
場
合
、
「
〜
な
さ
る
・
お
〜
に
な
る
」
な
ど
尊
敬
の
訳
に
な
っ
て
い
る
場
合
、
「
お
〜
す
る
・
〜
申

し
上
げ
る
」
な
ど
謙
譲
の
訳
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
全
体 

 

か
ら
マ
イ
ナ
ス
【
１
点
】
。 

 

※
「
深
い
山
」
は
「
山
奥
」
な
ど
で
も
よ
く
、
「
入
っ
て
」
は
「
入
り
」
で
も
よ
い
。 

 

Ｂ
【
２
点
】
さ
ま
は
変
は
る
と
も
、 

→
 

出
家
し
た
と
し
ま
し
て
も
、 

 

※
「
出
家
す
る
」
の
意
が
な
い
場
合
は×

。
「
出
家
す
る
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
１
点
】
。 

 

※
右
の
【
１
点
】
が
あ
る
上
で
、
「
（
た
と
え
）
〜
て
も
」
（
逆
接
仮
定
）
の
意
が
あ
れ
ば
【
２
点
】
。
「
〜
だ
が
・
〜

け
れ
ど
も
」
等
、
逆
接
確
定
の
訳
は×

。 

  
 



（
一
）
文
科
キ
・
理
科
オ 

傍
線
部
を
現
代
語
訳
せ
よ
。 

【
３
点
】 

  

［
傍
線
部
］ 

Ａ
１
人
づ
て
な
ら
で
Ｂ
１
う
け
た
ま
は
ら
ば
、
Ｃ
１
い
か
に 

 

［
解
答
例
］ 

Ａ
１
人
づ
て
で
は
な
く
直
接
Ｂ
１
声
を
お
聞
き
し
た
ら
、
Ｃ
１
ど
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
か 

 

［
採
点
方
法
］ 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

［
字
数
］ 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
１
点
】
人
づ
て
な
ら
で 

→
 

人
づ
て
で
は
な
く
直
接 

 

※
「
人
づ
て
で
な
く
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。
「
直
接
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ｂ
【
１
点
】
う
け
た
ま
は
ら
ば
、 

→
 

声
を
お
聞
き
し
た
ら
、 

 

※
「
お
聞
き
す
る
・
う
か
が
う
・
言
葉
（
返
事
）
を
い
た
だ
く
」
（
「
聞
く
」
の
謙
譲
表
現
）
＋
「
〜
な
ら
ば
」
（
仮
定
）

で
【
１
点
】
。 

 

※
「
う
け
た
ま
わ
る
」
の
ま
ま
は×

。 

 

※
「
声
を
・
姫
君
の
声
を
」
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ｃ
【
１
点
】
い
か
に 

→
 

ど
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
か 

 

※
「
ど
れ
ほ
ど
（
ど
ん
な
に
）
嬉
し
い
か
（
よ
い
か
）
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

  
 



文
科
（
二
）・
文
科
の
み 

傍
線
部
「･･･

」
と
は
誰
の
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
か
、
説
明
せ
よ
。 

【
５
点
】 

  

［
傍
線
部
］ 

 

い
か
に
も
し
て
人
に
笑
は
れ
な
ん
こ
と
を
し
出
だ
さ
せ
ん 

 

［
解
答
例
］ 

 

Ａ
１
北
の
方
の
、
Ｂ
２
姫
君
を
世
の
笑
い
物
に
し
て
、
Ｃ
２
入
内
の
話
を
つ
ぶ
そ
う
と
い
う
気
持
ち
。 

 

［
採
点
方
法
］ 
各
要
素
単
独
採
点
。 

 

［
字
数
］ 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
１
点
】
北
の
方
の
、 

 

※
Ｂ
・
Ｃ
の
主
体
と
し
て
「
北
の
方
」
が
書
か
れ
て
い
れ
ば
よ
い
。
「
北
の
方
」
は
「
継
母
」
で
も
よ
い
。
「
母
親
・
故

母
宮
・
姫
君
・
対
の
方
」
は×

。 

 

Ｂ
【
２
点
】
姫
君
を
世
の
笑
い
物
に
し
て
、 

 

※
「
姫
君
を
笑
い
物
に
す
る
・
姫
君
に
恥
を
か
か
せ
る
・
姫
君
の
悪
い
噂
を
立
て
る
」
等
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。 

 

Ｃ
【
２
点
】
入
内
の
話
を
つ
ぶ
そ
う
と
い
う
気
持
ち
。 

 

※
「
入
内
を
つ
ぶ
す
（
邪
魔
す
る
・
妨
害
す
る
）」
の
意
が
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
右
の
意
が
な
く
て
「
中
納
言
（
父
親
）
に
嫌
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
」
が
あ
る
場
合
は
【
１
点
】。 

  
 



文
科
（
三
）・
理
科
（
二
） 

傍
線
部
「･･

･

」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
説
明
せ
よ
。 

【
５
点
】 

  

［
傍
線
部
］ 

Ａ
２
よ
し
な
き
こ
と
を
思
ひ
初
め
て
、
Ｂ
２
雲
居
は
る
か
に
聞
き
な
し
た
て
ま
つ
ら
ん
こ
と
の
Ｃ
１
口
惜

し
さ
よ
。 

 

［
解
答
例
］ 
Ａ
２
姫
君
に
恋
を
し
た
末
に
、
Ｂ
２
姫
君
の
入
内
を
聞
く
こ
と
と
な
り
、
Ｃ
１
残
念
だ
と
い
う
こ
と
。 

 

［
採
点
方
法
］ 
各
要
素
単
独
採
点
。 

 

［
字
数
］ 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
２
点
】
姫
君
に
恋
を
し
た
末
に
、 

 

※
「
姫
君
に
恋
を
し
た
・
姫
君
を
愛
し
た
・
姫
君
に
思
い
を
寄
せ
た
・
愛
し
た
姫
君
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 
 

「
恋
愛
」
の
対
象
と
し
て
「
姫
君
」
が
な
い
場
合
は
【
１
点
】
。 

 

※
「
恋
愛
」
に
対
す
る
「
叶
わ
な
い
・
無
理
な
・
甲
斐
の
な
い
」
等
の
形
容
の
有
無
は
不
問
。 

 

Ｂ
【
２
点
】
姫
君
の
入
内
を
聞
く
こ
と
と
な
り
、 

 

※
「
姫
君
の
入
内
を
聞
き
・
姫
君
の
入
内
を
知
り
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
２
点
】
。 

 
 

「
姫
君
の
」
は
Ａ
で
「
姫
君
」
が
言
わ
れ
て
い
れ
ば
な
く
て
も
よ
い
。 

 
 

た
だ
し
、
「
入
内
を
聞
き
（
知
り
）
」
の
意
は
あ
る
が
、
解
答
全
体
を
通
し
て
「
姫
君
」
が
な
い
場
合
は
【
１
点
】
。 

 

※
「
入
内
」
は
「
帝
に
嫁
ぐ
」
等
で
も
よ
い
。
結
婚
の
意
が
な
い
「
参
内
す
る
・
宮
中
へ
行
く
」
等
で
は×

。 

 

Ｃ
【
１
点
】
残
念
だ
と
い
う
こ
と
。 

 

※
「
残
念
・
遺
憾
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

  
 



文
科
（
四
）・
文
科
の
み 

傍
線
部
「･･･

」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
説
明
せ
よ
。 

【
５
点
】 

  

［
傍
線
部
］ 

Ａ
２
世
の
つ
つ
ま
し
さ
に
の
み
お
ぼ
ゆ
れ
ば
、
Ｂ
２
か
や
う
に
お
は
す
る
こ
と
、
Ｃ
１
心
苦
し
く 

 

［
解
答
例
］ 

Ｂ
２
少
将
が
訪
れ
る
こ
と
が
、
Ａ
２
世
間
に
は
ば
か
ら
れ
て
、
Ｃ
１
つ
ら
い
と
い
う
こ
と
。 

 

［
採
点
方
法
］ 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

［
字
数
］ 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
２
点
】
世
間
に
は
ば
か
ら
れ
て
、 

 

※
「
世
間
に
は
ば
か
ら
れ
る
」
の
意
が
あ
れ
ば
【
２
点
】
。
「
世
間
に
」
が
な
い
場
合
は
【
１
点
】
。 

 

※
「
世
の
つ
つ
ま
し
さ
」
の
ま
ま
は×

。 

 

※
「
世
間
」
は
「
周
囲
・
世
の
中
」
で
も
よ
い
。
「
周
囲
の
人
々
」
の
意
と
と
れ
な
い
「
こ
の
世
・
現
世
」
等
は×

。 

 

※
「
は
ば
か
ら
れ
」
は
「
遠
慮
さ
れ
・
目
が
気
に
な
り
・
恥
ず
か
し
く
」
等
で
も
よ
い
。 

 

Ｂ
【
２
点
】
少
将
が
訪
れ
る
こ
と
が
、 

 

※
「
少
将
が
訪
れ
る
こ
と
が
・
少
将
の
訪
問
・
少
将
が
来
る
こ
と
が
」
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
「
少
将
」
と
い
う
主
体
が
な
い
「
訪
問
が
・
当
来
が
」
等
と
な
っ
て
い
る
場
合
は
【
１
点
】
。 

 

Ｃ
【
１
点
】→

 

つ
ら
い
と
い
う
こ
と
。 

 

※
「
つ
ら
い
・
苦
し
い
・
困
惑
す
る
・
迷
惑
に
思
う
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
よ
い
。 

 
 

「
悲
し
い
・
寂
し
い
・
申
し
訳
な
い
・
で
き
な
い
・
気
の
毒
だ
・
か
わ
い
そ
う
だ
」
等
、
「
心
苦
し
い
」
の
ま
ま
は×

。 

 
 



文
科
（
五
）・
理
科
（
三
） 

傍
線
部
の
和
歌
の
大
意
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
せ
よ
。 

【
６
点
】 

  

［
傍
線
部
の
和
歌
］ 

Ａ
３
か
ひ
も
な
き
我
が
身
と
思
へ
ば
Ｂ
３
鶴
の
子
の
雲
の
上
に
も
思
ひ
立
た
れ
ず 

 

［
解
答
例
］ 

Ａ
３
自
分
は
大
し
た
者
で
も
な
い
の
で
、
Ｂ
３
入
内
し
よ
う
と
い
う
気
に
も
な
れ
な
い
。 

 

［
採
点
方
法
］ 

各
要
素
単
独
採
点
。 

 

［
字
数
］ 

指
定
な
し
。 

 

［
ポ
イ
ン
ト
］ 

Ａ
【
３
点
】
か
ひ
も
な
き
我
が
身
と
思
へ
ば 

→
 

自
分
は
大
し
た
者
で
も
な
い
の
で
、 

 

※
「
自
分
は
大
し
た
者
（
人
間
）
で
は
な
い
・
自
分
に
は
価
値
が
な
い
・
自
分
は
入
内
す
る
ほ
ど
の
者
で
は
な
い
」
等
の

意
が
読
み
取
れ
れ
ば
よ
い
。 

 

※
右
の
意
が
な
く
「
ど
う
に
も
な
ら
な
い
自
分
・
ど
う
し
よ
う
も
な
い
自
分
」
等
が
あ
る
場
合
は
【
２
点
】
。 

 

Ｂ
【
３
点
】
鶴
の
子
の
雲
の
上
に
も
思
ひ
立
た
れ
ず 

→
 

入
内
し
よ
う
と
い
う
気
に
も
な
れ
な
い
。 

 

※
「
入
内
す
る
気
は
な
い
・
入
内
し
た
く
な
い
・
入
内
は
考
え
て
い
な
い
・
入
内
で
き
な
い
」
等
の
意
が
あ
れ
ば
【
３
点
】
。 

 

※
「
入
内
」
は
「
帝
に
嫁
ぐ
」
等
で
も
よ
い
。 

 

※
Ａ
で
「
入
内
」
を
言
っ
て
い
る
場
合
は
、
「
宮
中
は
気
に
か
け
て
い
な
い
・
宮
中
に
行
く
つ
も
り
は
な
い
」
等
で
も
よ

い
。 

 

※
Ａ
・
Ｂ
に
「
入
内
」
が
な
い
場
合
は
、
「
宮
中
は
気
に
か
け
て
い
な
い
・
宮
中
に
行
く
つ
も
り
は
な
い
」
等
は
【
１
点
】
。 

  



第
三
問 

 
（
一
）
ａ 

２
点 

 

ａ
１
点 

 
 
 

ｂ
１
点 

私
の
た
め
に 

 

縁
談
を
整
え
て
く
れ
， 

 

※
読
み
方
は
，
「
予
が
為
に
縁
を
作
（
な
）
し
」 

 

ａ
，
「
予
が
為
に
」
の
部
分
の
解
釈…

…
１
点 

 

「
私
の
た
め
に
」
「
自
分
の
た
め
に
」
は
○ 

 

※
「
予
」
の
ま
ま
に
し
て
い
る
も
の
は×

―

１
点 

 

※
「
た
め
に
」
の
解
釈
を
間
違
え
て
い
る
も
の
も×

―
１
点 

 

ｂ
，
「
縁
を
作
し
」
の
部
分
の
解
釈…

…

１
点 

 

「
縁
談
を
と
と
の
え
て
く
れ
（
て
）
」
「
縁
を
と
り
も
っ
て
（
く
れ
て
）
」
「
仲
を
と
り
も
っ
て
（
く
れ
て
）
」 

 

「
間
に
入
っ
て
（
く
れ
て
）」
「
仲
人
に
な
っ
て
（
く
れ
て
）
」
「
縁
を
結
び
」
な
ど
は
○ 

 

 

※
「
縁
談
を

し
て

●

●

く
れ
て
」
「
縁
を

つ
く
り

●

●

●

」
な
ど
は×

―

１
点 

 

※
ｂ
は
，
下
へ
続
く
形
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
は×

―

１
点 

  
 



（
一
）
ｂ 

２
点 

 
ａ
１
点 

 
 

ｂ
１
点 

お
お
む
ね 

 

内
容
を
理
解
し
て
い
た
。 

 

※
読
み
方
は
，
「
頗
（
す
こ
ぶ
）
る
其
の
意
を
識
（
し
）
る
」 

 

ａ
，
「
頗
る
」
の
解
釈…

…

１
点 

 

「
お
お
む
ね
」「
ま
ず
ま
ず
」
「
た
い
そ
う
」「
と
て
も
よ
く
」
「
か
な
り
」「
や
や
」「
少
し
く
」
い
ず
れ
で
も
○ 

 

※
「
す
こ
ぶ
る
」
の
ま
ま
で
も
〇 

 

※
ｂ
の
「
理
解
」
の
位
置
が
「
ち
ゃ
ん
と

●

●

●

●

理
解
し
て
い
た
」「
精●

通
し
て
い
た
」
な
ど
に
な
っ
て
い
れ
ば
， 

 
 

ａ
の
１
点
も
〇 

  

ｂ
，
「
其
の
意
を
識
る
」
の
解
釈…

…

１
点 

 

「
内
容
を
理
解
し
て
い
た
」「
そ
の

意
味

●

●

を
理
解
し
て
い
た
」「
そ
の

詩
の

●

●

意
味
も

わ
か
っ
て

●

●

●

●

い
た
」 

 

「
そ
の
意
味
を

知
っ
て

●

●

●

い
た
」
な
ど
〇 

  

※
ｂ
は
言
い
切
っ
て
い
る
。
下
へ
続
く
形
に
し
て
い
る
も
の
は×

―

１
点 

  
 



（
一
）
ｃ 

２
点 

 
ａ
１
点 

 
 
 

ｂ
１
点 

や
ぶ
医
者
に 

 

誤
診
さ
れ
て 

 

※
読
み
方
は
，
「
庸
医
の
誤
る
所
と
為
り
」 

  

ａ
，
「
庸
医
」
の
解
釈…

…

１
点 

 

「
や
ぶ
医
者
」「
凡
庸
な
医
者
」
「
平
凡
な
医
者
」
「
愚
か
な
医
者
」
「
だ
め
な
医
者
」
な
ど
○ 

 

※
「
庸
医
」
の
ま
ま
は×

―

１
点 

  

ｂ
，
「
誤
る
所
と
為
り
」
の
解
釈…

…

１
点 

 

※
受
身
が
欠
け
て
い
る
も
の
は×

―

１
点 

 

「
誤
診
さ
れ
て
」
「
誤
っ
た
診
察
（
診
療
）
を
さ
れ
て
」「
見
立
て
を
ま
ち
が
え
ら
れ
て
」 

 

「
診
断
を
違
え
ら
れ
て
」
な
ど
〇 

 

「
（
～
が
）
誤
診
し
て
」
「（
～
が
）
ま
ち
が
っ
て
」「
誤
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
」
な
ど×
―

１
点 

 

※
ｂ
は
下
へ
続
く
形
に
な
っ
て
い
な
い
も
の
は×

―

１
点 

 
 



（
二
） 

８
点 

ａ
２
点 

 
 
 

ｂ
３
点 

姫
人
の
声
は
， 

今
ま
で
一
度
も 

 

ｃ
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｂ 

管
弦
の
音
色
が
私
の
耳
を
楽
し
ま
せ
る 

の
に
及
ば
な
い
こ
と
が
な
か
っ
た
。 

（
８
点
） 

  

ａ
，
主
語
が
補
わ
れ
て
い
る
こ
と…

…

２
点 

「
姫
人
の
声
は
」「
姫
人
の
歌
声
は
」「
姫
人
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
歌
声
は
」
「
妻●

の
歌
声
は
」「
朱●

氏●

の

歌●

は
」

な
ど
〇 

 

※
文
頭
に
な
く
て
も
よ
い
が
，
補
い
の
な
い
も
の
は×

―

２
点 

 

ｂ
，
「
未
だ
嘗
て
～
如
か
ず
ん
ば
あ
ら
ざ
る
な
り
」
の
解
釈…

…

３
点 

 

※
「
今
ま
で
一
度
も
～
に
及
ば
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
」
が
直
訳 

 

※
「
今
ま
で
一
度
も
」
は
「
今
ま
で
」「
一
度
も
」
片
方
だ
け
で
も
可
。 

 

※
「
今
ま
で
一
度
も
」
は
，「
い
つ
も
」「
つ
ね
に
」
で
も
よ
い
。 

 

※
「
～
に
及
ば
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
」
は
，
「
～
に
（
比
べ
て
）
劣
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
か
， 

 
 

「
～
に
も
ま
さ
っ
て
い
た
」
「
～
よ
り
も
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
」
な
ど
で
も
よ
い
。 

 

ｃ
，
「
竹
を
吹
き
糸
を
弾
ず
る
の
耳
を
悦
ば
し
む
る
」
の
解
釈…

…

３
点 

 

「
管
弦
の
音
色
が
」（
ｃ
①
）…

…

１
点 

 

「
私
の
耳
を
」（
ｃ
②
）…

…

１
点 

 

「
楽
し
ま
せ
る
」
（
ｃ
③
）…

…

１
点 

 

ｃ
①
「
管
弦
（
絃
）
の
音
色
が
」
「
管
弦
が
」
「
音
楽
が
」「
楽
器
の
音
が
」
な
ど
〇 

 

※
「
管
楽
器
を
吹
き
，
弦
楽
器
を
ひ
い
て
」
は×
―

１
点 

ｃ
②
「
私
の
耳
を
」
の
よ
う
に
，
「
私
の
」
を
補
っ
て
い
な
い
も
の
は×

―

１
点 

 

※
逆
に
「
私
を
」
の
よ
う
に
，
「
耳
」
は
な
く
て
も
可
。 

ｃ
③
「
楽
し
ま

せ
る

●

●

」
「
よ
ろ
こ
ば

せ
る

●

●

」
の
よ
う
な
使
役
表
現
が
な
い
も
の
は×

―

１
点 

「
幸
せ
に
す
る
」
の
よ
う
で
あ
れ
ば
可
。 

 

※
現
代
語
訳
問
題
で
あ
る
か
ら
，
文
末
を
「
～
と
い
う
こ
と
」
の
よ
う
に
し
て
い
る
も
の
は
１
点
減
点
。 

  
 



（
三
） 

６
点 

 
ａ
２
点 

 
 
 
 
 

ｂ
４
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｃ 

美
し
か
っ
た
妻
が
， 

二
度
と
再
び
も
と
の
姿
に
は
戻
ら
な
い 

こ
と
。 

（
６
点
） 

  

ａ
，
「
蛾
眉
」
の
要
素…

…
２
点 

 

※
「
美
し
か
っ
た
」
要
素…

…
１
点 

 
 

「
妻
」
の
こ
と
で
あ
る
こ
と…

…
１
点
。 

  

※
「
美
し
か
っ
た
妻
（
姫
人
・
朱
氏
）
が
」「
美
し
か
っ
た
亡
き
妻
は
」
な
ど
〇 

 

※
「
妻
は
」
「
姫
人
は
」
「
亡
く
な
っ
た
妻
は
」
「
美
し
か
っ
た
人
は
」
な
ど
△―

１
点 

 

※
「
美
人
は
」「
故
人
は
」「
亡
く
な
っ
た
人
は
」
は×

―

２
点 

 

ｂ
，
「
復
た
全
（
ま
っ
た
）
か
ら
ず
」
の
要
素…

…

４
点 

 

※
「
二
度
と
（
再
び
）
も
と
の
姿
に
は
戻
ら
な
い
」
「
二
度
と
（
再
び
）
生
き
返
ら
な
い
」
「
決
し
て
も
と
に
は

戻
ら
な
い
」「
も
う
戻
っ
て
は
こ
な
い
」
な
ど
〇 

 

※
「
二
度
と

完
全
な
姿

●

●

●

●

に
は
戻
ら
な
い
」
は
△―

２
点 

 

※
「
死
ん
で
し
ま
っ
た
」
も
△―

２
点 

 

ｃ
，
「
～
こ
と
」
「
～
と
い
う
こ
と
」
の
有
無
は
不
問
。 

  
 



（
四
）
文
科
の
み 

１
０
点 

 
ａ
２
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｂ
２
点 

妻
と
む
つ
ま
じ
く
暮
ら
し
た
幸
せ
な
月
日 

を
思
う
と
， 

ｃ
３
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｄ
３
点 

 
 
 

e 

腸
が
ち
ぎ
れ
る
よ
う
な
悲
し
み 

に
堪
え
ら
れ
な
い 

と
い
う
心
情
。 

（
１
０
点
） 

  

ａ
，
「
華
年
」
の
内
容…

…

２
点 

 

※
「
む
つ
ま
じ
く
暮
ら
し
た
幸
せ
な
月
日
」
は
（
注
）
が
あ
る
。 

 

※
「
妻
と
」
「
姫
人
と
」
「
朱
氏
と
」
な
ど
が
補
っ
て
な
い
も
の
は
△―

１
点 

 

ｂ
，
「
数
ふ
る
」
の
要
素…

…

２
点 

 

※
「
思
う
と
」「
思
い
出
す
と
」
「
思
い
返
す
と
」
な
ど
〇 

 

※
「
指
折
り
数
え
て
み
る
と
」
の
よ
う
で
も
よ
い
が
，
た
だ
の
「
数
え
る
と
」
は×

―

２
点 

 
 

た
だ
し
，
「
～
の
思
い
出
を
数
え
る
と
」
な
ら
〇 

 

ｃ
，
「
腸
断
」
の
要
素…

…

３
点 

 

※
「
は
ら
わ
た
が
ち
ぎ
れ
る
よ
う
な
」「
は
ら
わ
た
を
断
つ
（
断
た
れ
る
）
よ
う
な
」
な
ど
「
腸
断
」
の 

 
 

字
義…

…

１
点 

 

※
「
悲
し
み
」「
非
常
な
悲
し
さ
」「
悲
痛
」…

…

２
点
。 

 

ｄ
，
「
那
ぞ
堪
へ
ん
」
の
要
素…

…

３
点 

 

※
「
堪
え
ら
れ
な
い
」
「
堪
え
が
た
い
」
な
ど
〇 

 

※
「
忘
れ
ら
れ
な
い
」
「
思
い
出
し
て
し
ま
う
」
「
な
つ
か
し
い
」
な
ど
は×

―

３
点 

 

ｅ
，
文
末
表
現
は
不
問
。 



1 

第
四
問 

 
■
採
点
の
原
則 

 

① 
全
て
の
答
案
に
つ
い
て
各
要
素
単
独
採
点
と
す
る
が
、
答
案
が
全
く
日
本
語
の
文
（
章
）
の
体
を
な
し
て
い
な
い
と
判 

 

断
さ
れ
る
場
合
は
、
要
素
の
有
無
に
関
係
な
く
０
点
と
す
る
。 

 

② 

漢
字
の
誤
り
、
送
り
仮
名
の
誤
り
、
句
点
の
抜
け
に
つ
い
て
は
、
一
つ
ご
と
に
１
点
減
点
す
る
。 

 

  

問
一 

 

■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
５
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

何
を
述
べ
た
か
で
は
な
く
、
誰
が
そ
れ
を
述
べ
た
か
に
よ
っ
て 
そ
の
言
説
の
受
け
取
り
方
を
大
き
く
変
え
て
し
ま
う
人
心
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 

何
と
も
言
え
な
い
複
雑
さ
を 

不
思
議
に
思
う
気
持
ち
。 

  

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
何
を
述
べ
た
か
で
は
な
く
誰
が
そ
れ
を
述
べ
た
か
に
よ
っ
て
そ
の
言
説
の
受
け
取
り
方
を
大
き
く
変
え
て
し
ま
う

人
心
の
何
と
も
言
え
な
い
複
雑
さ
を
」
：
３
点 

・
本
文
２
段
落
の
〈
無
名
の
人
の
意
見
に
は
見
向
き
も
し
な
い
が
、
偉
い
人
の
意
見
は
、
そ
れ
が
さ
し
て
意
味
の
な
い
意
見
で

あ
っ
て
も
拝
聴
す
る
世
間
の
人
の
気
持
ち
の
微
妙
さ
〉
と
い
っ
た
内
容
に
基
づ
く
要
素
。 

・
曖
昧
な
表
現
、
不
正
確
な
表
現
の
場
合
、
１
点
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
不
思
議
に
思
う
気
持
ち
」
：
２
点 

・
傍
線
部
ア
に
あ
ら
わ
れ
た
「
私
」
の
心
情
を
説
明
す
る
要
素
。
「
疑
問
に
思
う
気
持
ち
」
、
「
困
惑
す
る
気
持
ち
」
、
「
不

満
に
思
う
心
情
」
な
ど
、
〈
な
ぜ
人
の
心
と
い
う
も
の
は
こ
う
な
ん
だ
ろ
う…

…

〉
と
い
っ
た
心
情
を
説
明
す
る
表
現
で
あ

れ
ば
広
く
許
容
。 

・
曖
昧
な
表
現
、
不
正
確
な
表
現
の
場
合
、
１
点
。 

・
文
末
は
「…

…

心
情
。
」
、
「…

…

気
持
ち
。
」
な
ど
、
問
い
に
対
す
る
答
え
と
な
っ
て
い
れ
ば
よ
い
。
「…

…

と
思
っ
て

い
る
。
」
、
「…

…

と
感
じ
て
い
る
。
」
な
ど
も
許
容
し
て
加
点
。
明
ら
か
に
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は

１
点
減
点
。 

  
 



2 

問
二 

 
■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
５
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

小
説
を
芸
術
と
考
え
、
芸
術
的
雰
囲
気
の
醸
成
に
努
め
る
こ
と
で
、
印
象
の
正
確
な
描
写
を
目
指
す 

小
説
創
作
本
来
の
あ
り

方
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
と
思
う
か
ら
。 

  

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
小
説
を
芸
術
と
考
え
、
芸
術
的
雰
囲
気
の
醸
成
に
努
め
る
こ
と
で
」
：
１
点 

・
本
文
４
段
落
の
「
芸
術
的
雰
囲
気
な
ど
と
い
う
い
い
加
減
な
も
の
」
、
「
小
説
に
お
い
て
は
、
決
し
て
芸
術
的
雰
囲
気
を
ね

ら
っ
て
は
、
い
け
ま
せ
ん
」
、
「
雰
囲
気
の
醸
成
を
企
図
す
る
事
は
、
や
は
り
自
瀆
で
あ
り
ま
す
」
と
い
っ
た
表
現
に
基
づ

く
要
素
。 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
や
不
正
確
な
表
現
の
場
合
は
加
点
な
し
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
印
象
の
正
確
な
描
写
を
目
指
す
」
：
２
点 

・
小
説
創
作
の
本
義
を
説
明
す
る
表
現
。
本
文
４
段
落
の
「
創
作
に
お
い
て
最
も
当
然
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
は
、
〈
正

確
を
期
す
る
事
〉
で
あ
り
ま
す
」
お
よ
び
「
た
だ
実
直
に
、
印
象
の
性
格
を
期
す
る
事
一
つ
に
努
力
し
て
み
て
下
さ
い
」
と

い
っ
た
内
容
に
基
づ
く
表
現
で
あ
れ
ば
加
点
。 

・
「
自
分
の
印
象
を
正
確
に
描
写
す
る
」
な
ど
の
表
現
も
可
。 

・
単
に
「
正
確
を
期
す
る
事
」
と
述
べ
る
だ
け
な
ど
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
小
説
創
作
本
来
の
あ
り
方
か
ら
離
れ
て
し
ま
う
と
思
う
」
：
２
点 

・
傍
線
部
直
後
の
「
小
説
を
芸
術
と
考
え
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
に
、
小
説
の
堕
落
が
胚
胎
し
て
い
た
」
に
基
づ
く
要
素
。
同
等

の
表
現
で
あ
れ
ば
加
点
。 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
加
点
な
し
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
か
ら
。
」
：
明
ら
か
に
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

   
 



3 

問
三 

 
■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
５
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 
 
 
 
 
 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 

「
無
法
松
の
一
生
」
が
、
過
去
の
傑
作
を
模
倣
し
た
よ
う
な 

新
鮮
味
の
な
い 

つ
ま
ら
な
い
映
画
で
あ
っ
た
た
め
に
、
せ
っ

か
く
の
阪
妻
の
熱
演
が
台
無
し
に
な
っ
て
い
た
か
ら
。 

  

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 
 
 
 
 
 

■
要
素
Ａ
「
無
法
松
の
一
生
は
、
つ
ま
ら
な
い
映
画
」
：
１
点 

 

・
本
文
５
段
落
の
「
「
無
法
松
の
一
生
」
は
た
い
へ
ん
つ
ま
ら
な
か
っ
た
」
に
対
応
す
る
要
素
。
「
無
法
松
の
一
生
」
が
つ

ま
ら
な
い
映
画
で
あ
っ
た
と
い
う
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
れ
ば
加
点
す
る
。 

 

・
「
つ
ま
ら
な
い
」
と
い
う
表
現
が
な
く
て
も
、
要
素
Ｂ
か
要
素
Ｃ
の
内
容
が
あ
れ
ば
加
点
す
る
。 

 

・
解
答
例
の
よ
う
に
最
後
が
「…

だ
っ
た
た
め
に
、
」
と
原
因
を
表
す
表
現
に
な
っ
て
い
な
く
て
も
良
い
。 

 

・
「
そ
の
映
画
は
」
な
ど
、
具
体
的
に
映
画
名
を
挙
げ
て
い
な
い
場
合
は
加
点
な
し
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
過
去
の
傑
作
を
模
倣
し
た
よ
う
な
」
：
１
点 

・
「
傑
作
意
識
に
囚
わ
れ
た
」
「
昔
の
傑
作
を
お
手
本
に
し
て
作
っ
た
」
「
「
芸
術
的
な
」
装
飾
に
腐
心
し
た
」
等
、
ほ
ぼ

同
等
の
説
明
内
容
で
あ
る
と
判
断
で
き
れ
ば
加
点
。 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
加
点
な
し
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
新
鮮
味
の
な
い
」
：
１
点 

 

・
「
古
い
」
「
新
し
さ
の
な
い
」
「
進
歩
の
な
い
」
等
の
同
等
の
表
現
で
あ
れ
ば
加
点
。 

 

■
要
素
Ｄ
「
せ
っ
か
く
の
阪
妻
の
熱
演
が
台
無
し
に
な
っ
て
い
た
」
：
２
点 

・
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
。 

 

■
要
素
Ｅ
「
か
ら
。
」
：
明
ら
か
に
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 

     
 



4 

問
四 

 
■
形
式
上
の
不
備 

・
文
末
表
現
は
要
素
Ｄ
参
照 

 

基
準 

配
点
５
点 

 

■
模
範
解
答
例 

※
各
要
素
同
意
表
現
可
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
正
し
け
れ
ば
許
容
。 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 

「
重
慶
か
ら
来
た
男
」
は
、
表
現
し
た
い
現
実
を
愚
直
に
追
求
し
て
お
り
、
芸
術
的
た
ら
ん
と
す
る
よ
う
な
余
計
な
邪
念
が
一 

 
 
 
 

Ａ 

切
な
い 

新
鮮
な
映
画
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
。 

  

■
採
点
方
法
：
各
要
素
単
独
採
点 

 

■
要
素
Ａ
「
「
重
慶
か
ら
来
た
男
」
は
、
新
鮮
な
映
画
で
あ
っ
た
」
：
１
点 

・
傍
線
部
エ
の
「
あ
の
映
画
に
は
」
「
新
し
さ
が
あ
っ
た
」
に
対
応
す
る
表
現
。 

・
「
あ
の
映
画
」
等
、
説
明
が
曖
昧
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
加
点
な
し
。 

・
「
新
し
さ
が
あ
っ
た
」
に
対
応
す
る
表
現
が
な
い
場
合
は
加
点
な
し
。 

 

■
要
素
Ｂ
「
表
現
し
た
い
現
実
を
愚
直
に
追
及
し
て
お
り
」
：
２
点 

・
傍
線
部
エ
の
「
い
ま
ま
で
の
日
本
の
映
画
に
無
か
っ
た
」
の
内
実
を
説
明
す
る
表
現
。 

・
本
文
５
段
落
の
「
表
現
し
た
い
現
実
を
ム
キ
に
な
っ
て
追
い
か
け
て
い
る
」
と
い
う
表
現
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
い
る
場
合
は

１
点
と
す
る
（
や
や
比
喩
的
な
表
現
の
た
め
）
。 

 

■
要
素
Ｃ
「
芸
術
的
た
ら
ん
と
す
る
よ
う
な
余
計
な
邪
念
が
一
切
な
い
」
：
２
点 

・
傍
線
部
エ
の
「
清
潔
な
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
説
明
す
る
表
現
。 

・
本
文
５
段
落
の
「
傑
作
だ
の
何
だ
の
そ
ん
な
事
、
ま
る
で
忘
れ
て
走
り
回
っ
て
い
る
」
、
あ
る
い
は
、
４
段
落
の
「
芸
術
的

雰
囲
気
な
ど
と
い
う
い
い
加
減
な
も
の
に
目
を
細
め
て
い
る
か
ら
、
ろ
く
な
映
画
が
出
来
な
い
」
な
ど
の
表
現
に
基
づ
く
。 

・
「
清
潔
な
」
＝
「
余
計
な
こ
と
、
よ
こ
し
ま
な
こ
と
を
一
切
考
え
て
い
な
い
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
十
分
に
表
現
さ
れ
て

い
な
い
場
合
、
１
点
と
す
る
。 

 

■
要
素
Ｄ
：
文
末
表
現
は
「…

…

こ
と
」
と
い
う
形
が
原
則
。
不
適
切
な
文
末
表
現
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
１
点
減
点
。 
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